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(5「oプψ1♪3ガθ伽spp.お よび そ の 他 の シ ス ト
形 成 有 殻 渦 鞭 毛 藻 類 の 個 体 群 動 態 と シ ス
トの 役 割)
































1.栄 養 細胞 およ び シス ト群 集
女 川湾 湾奥 か ら湾 口部 にか けて の定点(Fig.1)に おけ る採泥 調査 によ り、同湾 の シス ト群 集 は 、
暖 水 、冷 水 の混合 した種 組 成 を示す こ とが 明 らか とな った 。また 、採 水調 査で 確認 され た栄養 細
胞83種 の うち 、シス トを形成 す る とされる種 は26種 であ り、その うち本研 究 中 に女 川 湾 にシ ス ト
と して も存在 す る こ とが 確認 され た種 は19種 であ った 。シス ト群集 中で 、単一 種 と して最 も優 占
した のは51孟 加o加 ノ4θ8であ り 、この種 は栄養 細胞 群集 の 優 占種 で もあ った 。
女川 湾 で は 、51孟roo加 掘θ醐 外 に本邦 沿岸 域 か らは初記 録 とな った5101γ 訂a111〃8,
3ro伽daお よび £ ρrθoarfaの3種 の シス トが極 少数 なが ら発 見 さ れた 。 これ らの シス トか ら発
芽 した 栄 養細胞 は 、通 常 の光 学顕 微鏡 観察 下 では 見 分けが っか な い ため 、本研究 で は50r1ρp-
51θ11aspp,と して扱 ったが 、底 泥 中の シス ト現存 量 のほ とん ど全 てが5'roo加14θ8で あ った事




































実際 の 調査 で は 、
St.A(水 深17m)に 設
置 した係 留 系 にお い
て 、月毎 に本 装置 を
5日 間継続 して設 置
し、その 間24時 間毎
に ポ ンプ採 集 を行 っ
た 。得 られ た試水 を 、



















栄 養細 胞 の増 殖の 、温 度 に対
す る反 応 を調べ た 。培 養実
験 にお い て 、女川 湾の
50rfρp51θ11aspp。 シス トは 、
少 な くとも5-25℃ の温度 条
件 下 で 発芽 した が 、発芽 好
適温 度 は15-20℃ で あ り(Flg.
3)、20℃ で は直 ち に発芽 可
能 で あ った 。
一 方
、3オ 御0如1惚8の 栄
養 細胞 は 、10℃ か ら少 な く
と も25℃ の 温度範 囲 で増殖
可 能で あ り 、増殖 好適 温度
は20℃ で あ った(Fig.4)。
た だ し、5℃ にお いて も 、増
殖 は しな いが栄 養細 胞 の一
部 は実験 期 間 中(30日 間)生
存 す る こ とが認 め られ た 。
















































































②St.1お よびSt.2に おいて、現場海底泥上での50r1」〔凋31θ〃8SPμ シス トの発芽を制御する環
境要因を、現場水柱中の栄養細胞の観察(Fig.5)と 室内での終点希釈法に基ずく底泥中シストの
発芽好適条件下での発芽実験(Fig.6)を 中心に検討 した。実験期間中(1991年2月 一1992年1月)、シ
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③ 女 川湾 にお け る50r'ρPS∫θ11aspp.の 個 体群動 態 を次 に示 す主 な項 目に よ り調 査 した 。
(1)st.Aに お い て1993年2月 か ら1994年1月 まで の一 年 間 にわた り、発芽 細胞 捕捉 装 置 を用 い て現
場 海底 泥 上 にお け る発 芽数 の季節 変化 を実 測 した 。(2)st.Aを 中心 に1992年10月 か ら1994年4月 に
か けて 、栄養 細胞 の季 節 消長 を観 察 した 。(3)St,Aに おい て シス ト沈降 数(cysts皿 一2d-1)の 季 節
変 化 をセ デ ィメ ン ト トラ ップ を用 い て調査 した 。 トラ ップ は1992年10月 か ら1994年4月 にかけ て 、
海 底上2mと10mに 設 置 した 。(4)水 柱水 温 な らび に泥 温 、溶 存酸素 、栄養 塩 な どの海 洋環 境 も測 定
した 。
30r1〃5ノ θ〃8spp.の シス トは 、現場 海底 泥 にお いて 周年 にわ た り発芽 した(Fig.8)。 その発 芽
は 、顕 著 な季 節性 を示 し、泥 温お よび 底層 水温 の季 節変 化(Fig,9)と 、そ の傾 向 と しては概 ね一
致 した 。 この こ とか ら、現場 海底 泥上 にお け るシ ス トの発芽 を律 速 してい る最大 の要 因は 温度 で
あ る こ とが確 認 され た 。
50r1ρρ5ノθ〃8spp.の 栄 養細 胞 は(Fig,10)、 増殖 が ほぼ 不可能 と考 え られ る低 水温期1-3月 に
も(Fig.9)、 現存 量 は少 な いもの の観 察 され た 。栄 養細 胞群 集 は 、依 然 と して発 芽 数 は少 な いけ
れ ど も(Fig.8)水 柱水 温が 約12℃ まで 上昇 す るの に伴 い 、5月 か ら明 らか にブル ーム を開始 し、7
-10月 上 旬 の 閥 、水 柱 中 に107-108cellsm-2の オ ー ダーで存 在 した 。10月 下 旬 か らは 、水 温 は増
殖 の好 適範 囲 に近 か ったG7℃ 前後)が 、栄 養細胞 は急激 に減 少 した 。また 、発芽 数 と栄 養細 胞 の
豊 度 との 関係 を示 すRecruitmentratio(発 芽 数/水 柱 中の栄 養細胞 数)の 季 節変 化 は 、栄 養細 胞 の
季 節 消 長 の変化 と対称 的で あ った(Fig.11)。 これ らの こ とか ら 、冬 期の 個体 群 は底 泥 か らの シス
トの発芽 によ って支 え られ て いる割 合 が大 きい と考 え られ る 。一 方 、春 一夏期 にお け る栄養 細胞
の動 態 は 、基 本的 には 、栄 養細 胞群 自体の 増殖 と衰 退 によ って左右 され てい る可 能 性が 示唆 され
た 。従 って 、水 柱 中の環 境 が栄養 細胞 の増殖 に適 した時 期 に増 殖す るべ き栄養 細 胞 が存 在す る と
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栄 養細 胞 の有性 生殖 によ って
形 成 され た シス トの沈 降数 も顕
著 な季 節 変化 を示 し 、1993年9月
に両深 度 で突 然3xlo5cysts皿"2
d-1を 超え 、そ の後10月 中 まで 高
い 値を示 した(Fig.12)。 シス ト
形 成 を誘 引 す る重 要 な要 因 の一
っ とされ て い る栄 養 塩(Figs.13,
14)の 欠乏 とシス ト沈 降率 との間
には 、明 確 な関係 は 見 られ なか
った 。 また 、9-10月 の間 、少 な
く とも水 温 は増 殖 の ほぼ好 適範
囲 であ っ た(Fig,9)。 従 って 、
9-10月 の高 い シス ト沈降 数 は1
環 境 の悪 化 に対応 した結 果で は
な く、この種 が持 つ 季節 性 によ
る シス ト形成 を示 してい る可 能
性 が示 唆 され た 。なお 、10月 下
旬 に観察 され た栄養 細胞 の急激

















































thecys飴of5・ かodめ 配8αandtheother∫or脚 ∫惚伽
species,respectively.Barsrepresent+SD.
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ト形成 化 の結果 で あ る と解 釈 され る 。以上 の こ とか ら、50r1ρ ρ51θ11aSPP。 のシス トは 、ブ ル ーム





































































底泥 か らの 年間 発芽 数 は 、0,73x106cellsm-2で あ り、年 間 シス ト沈 降数 は6.49x106cysts
m}2で あ った(Fig.15)。 また 、Seedpopulationか らの損失 が発 芽 による ものだ けで あ り、年 間 発
芽 数 は毎年 一 定で あ る と仮 定 した 場合 、調 査 開始 時(1993年2月)に は 、約9.5年 分 の 発芽数 を 底泥
中(深 さ1cmま で)に 温 存 して いた こ とに なる 。す なわ ち 、こ れまで は単 にそ の存在 が 示唆 されて き
たSeedpopulationの 大 き さが 、本研究 によ り初 めて 明 らか にな った 。Seedpopulationの 存 在 は 、
種 の遺伝 的多 様性 を維 持す る とい う意 味 で も重 要 で ある 。以上 に述 べ た本 研究 の 結 果 に基 づ い て 、
女 川湾 におけ る30r1ρ郎1θ118spp.の 一 年 間の 個体 群動 態 を模 式 的 にま とめ る と 、Flg.16の よ う


















































































































































































































































論 文 審 査 の 要 旨
本論文は,沿 岸水域の渦鞭毛藻群集の動態においてシス トが重要な役割を担っていることに注
目し,30プψヵεガθ伽 を中心とするシス ト形成種の水柱中栄養細胞群 と海底泥中シス ト群の季節消
長を,同 一水域で並行 して調査した結果に基づいたものである。対象水域 は宮城県女川湾であ
り,調 査期間は1990年10月 から1994年4月 である。
主たる研究成果は,1)女 川湾に産する83種 の渦鞭毛藻の うち26種 がシス ト形成種であり,そ
のうち3種 が本邦水域からの初出現記録種であ為こと,2)新 装置を発明して現場海底からのシ
ス ト発芽数を実測したこと,3)主 要優占種であるSo7ψ ヵ3ゴ読αの発芽が,冬 季には低温により,
夏季には低酸素により,そ れぞれ制限されるために,一 斉発芽 よりは年間を通して少 しつつ発芽
が継続する生活史を備えていることにな り,そ のことが本種の優占度を高めていること,4)栄
養細胞群 の季節消長 とシス ト群の季節消長 との相互関係 が種特異的 であ る こ と,5)
Scγψヵ3∫協αでは,栄 養細胞現存量に対するシス ト発芽数の比(リ クルー ト比)が,栄 養細胞群の
消長と逆の傾向で季節変化することから,冬 季か ら春季にかけての発芽が,春 から夏にかけての
栄養細胞のブルームの出発点になること,6)年 間のシス ト形成沈降数と発芽数 との比がおよそ
9:1で あり,ま た,表 層海底泥(厚 さ1cm)中 には年間発芽数の約10倍 のシス トがス トヅクさ
れていることなどの諸点を明らかにした ことである。さらに,以 上の結果をもとに して,7)主
要優占種5σプψρ3ガθ伽 の生活史を解明し,こ の種が女川湾において主要優占種た りうる生活史戦
略を獲得 していることを示 した,ま た,8)生 活史を明らかにすることができたその他の種 も含
めて,シ スト形成渦鞭毛藻各種のブルーム型を3タ イプに類別することにも成功した。
以上の成果は,水 産動物の直接間接の餌料生物として,ま た,赤 潮現象や貝毒発生の原因生物
として重要視されている渦鞭毛藻の,生 活史戦略とブルーム型を,豊 富な実測データをもとにし
て解明した画期的な成果であると認め,博 士(農 学)の 学位を授与するにふさわしいものと判定
した。
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